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日本ファイナンス学会 大会特別公開セッション 

「基調講演および特別講演」のご案内 
 

日本ファイナンス学会では、学会の活動状況を広く一般の方にも知って頂くため、

2022年 6月 4日(土)に開催される第 30回記念大会の下記プログラムを、Zoomウェビ

ナーで特別公開（無料参加可）することにいたしました。視聴をご希望の方は、以下

の方法でお申込みください。先着順で受け付け、定員に達し次第、締め切らせて頂き

ます。 

 

【特別公開セッション】のご案内 

日時：2022年 6月 4日（土）10:00～12:20 

【基 調 講 演】 

10:00～11:00 プライベートエクイティのインパクト（Impact of Private Equity） 

講師：保田 彩子 氏（カリフォルニア大学デービス校 教授） 

Ayako Yasuda 

（Professor of Finance, The Graduate School of Management 

University of California, Davis） 

 

【特 別 講 演】 

11:00～12:20 フィンテックの制度設計者と実務家の意見 

講 演 

１. テクノロジーがもたらす新たな金融サービスと金融システム 

講師：天谷 知子 氏（金融庁 金融国際審議官） 

２. Web3 のビジネスデザインと実践 

講師：齊藤 達哉 氏（三菱 UFJ 信託銀行 デジタル企画部 

デジタルアセット事業部 プロダクトマネージャー） 

 

【申し込み方法】 

以下のURLの「申し込みフォームへ（一般参加の方へ）」よりお申込みください。 

https://nfa-net.jp/seminar/2595/ 

視聴用 URLは、後日、ご登録のメールアドレスにご案内申し上げます。 
 
 
 
 
※日本ファイナンス学会会員の方には、事前に視聴用 URLをご案内いたしますの

で、特別公開セッションの個別申し込みは不要です。  

https://nfa-net.jp/seminar/2595/


 

 
 

【日本ファイナンス学会入会のご案内】 

 今回を機に日本ファイナンス学会にご入会頂いた場合、6月 4日および 5日の 2日

間に開催される第 30 回記念大会の全セッションに参加可能となります。第 30回記念

大会のプログラム、および日本ファイナンス学会の入会方法は、以下のとおりです。 

 

【日本ファイナンス学会第 30回記念大会開催のご案内】 

日時：2022年 6月 4日（土）・5日（日） 

会場：青山学院大学 青山キャンパス 17 号館 

プログラム：以下の URLよりご参照ください 

https://nfa-net.jp/seminar/2587-2/ 

 

【日本ファイナンス学会の入会方法】 

日本ファイナンス学会には、以下の 3つの会員区分があります。 

1. 正会員（個人）…年会費 10,000円 

2. 法人会員…………年会費 50,000円（1口） 

3. 特別賛助会員……年会費 100,000円（1口；お申込みは 2口以上から） 

会費は、会計年度（4月～翌年 3月）ごとの 1年一括払いです。途中入会の方も、

年間の会費を請求させていただきます。 

 

日本ファイナンス学会入会のお申し込みは、以下の URLからお願いします。 

https://nfa-net.jp/admission/ 

 

皆様のご入会をお待ち申し上げております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜問合せ先＞ 

日本ファイナンス学会 第 30回記念大会事務局 

（担当：中川・小林） 

〒160-8519 東京都新宿区南元町 19 

一般社団法人金融財政事情研究会 内 

Tel:03-3354-2377 Fax:03-3359-7947 

E-mail: nfa2022@nfa-net.jp 
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日本ファイナンス学会 特別公開セッション 

基調講演 ＜プライベートエクイティのインパクト（Impact of Private Equity）＞
講師のご紹介 

保田 彩子 氏（やすだ あやこ） 

Professor of Finance, The Graduate School of Management, University of California, Davis. 

Professor Ayako Yasuda is an internationally recognized financial economist known for her 

work on private equity, venture capital, and ESG/impact investing. Yasuda is currently 

Professor of Finance at the UC Davis Graduate School of Management, Fellow of the UC 

Davis Institute for the Environment, and Fellow of the Private Equity Research Consortium. 

Professor Yasuda's work, which spans asset management, financial intermediation, and 

corporate finance, advances our understanding of the economics of private capital markets as 

well as the non-financial drivers at work in responsible investing. She earned a Ph.D. in 

Economics from Stanford in 2001, and a B.A. in Quantitative Economics (Dean’s Distinction, 

Phi Beta Kappa) from Stanford in 1993. She previously held academic positions at U Penn and 

UC Berkeley, an independent director position at the Japan Investment Corporation, and was 

an analyst at Goldman Sachs. She co-authored an acclaimed MBA textbook Venture Capital 

and the Finance of Innovation (now in 3rd edition). Her paper “Impact Investing” (Journal of 

Financial Economics 2021) won the Moskowitz Prize for sustainable and responsible investing. 

 

特別講演 ＜フィンテックの制度設計者と実務家の意見＞講師のご紹介 

天谷 知子 氏（あまや ともこ） 

講演テーマ： 「テクノロジーがもたらす新たな金融サービスと金融システム」 

金融庁 金融国際審議官。 

1986 年東京大学法学部卒業、同年大蔵省（現：財務省）入省。証券局、関税局、銀行局

などを経て、金融庁総務企画局国際課企画官（2002～06 年）、検査局総務課調査室長

（06～08 年）、総務企画局リスク分析参事官（08～10 年）、証券取引等監視委員会事務

局次長（17～19 年）などの役職を歴任。その間、東京大学大学院公共政策学連携研究

部特任教授（11～13 年）、預金保険機構において審議役、調査部長（13～15 年）も務め

る。19年 7月より金融庁総合政策局審議官（国際・監督局）、20年 4月より国際総括官を

経て、21 年 7 月より現職。金融安定理事会（FSB）、バーゼル銀行監督委員会メンバーと

して金融庁を代表。バーゼル銀行監督委員会においては、2021 年 1 月より監督協力部

会（SCG）の共同議長を務める。 

齊藤 達哉 氏（さいとう たつや） 

講演テーマ： 「Web3 のビジネスデザインと実践」 

三菱 UFJ信託銀行 デジタル企画部 デジタルアセット事業部 プロダクトマネージャー。 

2010 年入社。法人営業として各種ファイナンス案件や不動産案件を担当。その後業務企

画、IT企画に携わる。2016年、FinTech推進室設立後、1人目の専任担当として三菱UFJ

信託銀行の FinTech 戦略を企画・推進。情報銀行基盤「Dprime」、デジタル証券基盤

「Progmat」、ステーブルコイン基盤「Progmat Coin」、機能型 NFT基盤「Progmat UT」等を

立ち上げる。現在はデジタルアセット事業推進のほか、新たなビジネスの企画にも従事。

特許登録 6件。 


